
谷のはやしこみ 

８月 15 日に、地区の中心の谷教会（寺）から村社伊良神社まで、様々な仮装をして練り

歩き、境内で謡、三番叟、神楽などの芸能を奉納する。本来は２月 16 日に行われる「お面

さん祭り」のときに五穀豊穣を祈願して行われていた。村の過疎が進み昭和 47 年（1972）

に途絶えたが、平成 12 年（2000）に復活した。区の出身者が帰省しお盆に行われるように

なった。 

 『勝山市史 風土と歴史』によれば、16 日は谷の「いんねん」に当たり区長宅で午後、

青年は変装してお神楽の用意をして伊良神社の境内に雪で二間四方位、高さ２尺ほどの壇

を作り、その上にむしろを敷いてお神楽を舞う。はやしはつつみ太鼓と笛である。その後、

赤色の帷子高烏帽子姿のお稚児さん（男子１人）が三番叟を舞う。舞は片足をあげて舞う、

柴田義宣が谷の大西宗左衛門に最初の一突きで馬の脚を刺され、馬が脚をあげたため義宣

は討たれたという。この所が殿切原といい、稚児の舞ともいう。片足をあげて舞うのはこの

伝説から出たという 

  


